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データ検索機能を活用しよう！

見積データをQucickCreatorで管理しているけど、見積内容の問合せが入った

際に、素早く検索して確認できるように、検索項目を自由に設定できるといいな。

目的のデータを素早く検索したい場合は、データ検索機能が便利です。

データ検索機能なら、検索する項目や検索結果の出力項目を自由に設定できます。

実際に設定してみよう！

Copyright©2023 OSK Co., LTD. All Rights Reserved.

データ検索機能では、お客様が検索しやすいように検索項目や検索結果の一覧の

出力項目などを業務に合わせて設定できます。検索が頻繁に行われるデータを

管理する場合は、データ検索機能を活用すると利便性が向上します。

データ検索の設定開始：［画面レイアウト編集］画面
＊ ここでは例として、見積データを入力する伝票タイプの画面で、データ検索を設定する手順を説明します。
＊ はじめに、QuickCreatorの［ファイル－開く］メニューから、データ検索を設定する画面を開いてください。

［条件設定表示］をクリック

＊［画面設定］画面が起動します。
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検索項目の設定：［画面設定］画面－［条件設定］

検索結果の出力項目の設定：［画面設定］画面－［条件設定］

②検索条件の項目を追加

＊最大9項目まで追加できます。

＊以下の項目は追加できません。

－ HTML・添付タイプ・参照項目・計算項目

－ 履歴タイプ・伝票タイプの画面の明細項目

－ 履歴タイプ・伝票タイプの画面の集計先項目

①データ検索機能の使用可否を選択

＊キー項目が連番またはキー項目が複数ある場合は、［使用する］で固定されます。

＊伝票タイプの画面でも［使用する］で固定されます。

①検索結果出力時の並び替えの基準となる項目を追加

＊最大3項目まで追加できます。

＊履歴タイプ・伝票タイプの画面では、キー項目以外の

項目を追加できます。

＊履歴タイプ・伝票タイプの画面の明細項目は追加でき

ません。

②検索結果一覧の出力項目を指定する場合にチェック

＊チェックを入れると、出力項目の指定が可能になります。

③検索結果の一覧に出力する項目を追加

＊最大20項目まで追加できます。

＊出力項目の設定に関わらず、キー項目は

一覧の先頭に出力されます。
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データ検索の実行：Webポータル用メニューの場合
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https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/QuickCreatorの情報はこちら→

＊見積データを確認するためにデータ検索を実行します。
＊ここではWebポータル用のメニューを例に説明します。

データ検索結果の一覧出力：Webポータル用メニューの場合

①［処理モード］を選択してからクリック

＊検索条件の入力画面が起動します。

③検索条件を入力

②条件タブのクリック操作により、他の検索項目を切り替えて

表示することが可能

＊一つの条件タブの中に、検索項目は２つまで表示します。

3つ目以降の検索項目は、次の条件タブで表示します。

＊検索結果の一覧から、対象の見積データを選択します。
＊ここではWebポータル用のメニューを例に説明します。

④［検索開始］をクリック

＊検索結果の一覧に画面が切り替わります。

①検索結果の一覧から、対象の見積データの

をクリック

＊選択したデータが、見積データの入力画面に

表示されます。

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/
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